


02

とある森のなかにこびとのえほんやはあります。

ここにはゆうめいなどうわも

むかしばなしもありません。



03

ここにあるえほんはすべて

こびとがつくっています。

たのしかったこと、ゆめでみたこと

なんでもおはなしにします。



04

こびとはねむるまえに

まいにちえほんをかきます。

たいせつなおもいでほど

ながれぼしのように

あっというまにきえてしまうからです。



05

たのしいおもいでと

おいしいおかしは

みんなといっしょにわけあって



06

さみしいできごとは

みんながえがおのえといっしょに

えほんにすれば

あたらしいメロディーがきこえてきます。



07

きょうのちいさなできごとのたねが

いつかだれかに

えがおのはなをさかすといいなと

おもいながらえほんをつくります。



08

こびとのえほんやでは

たのしいじかんは

ゆっくりながれていきます。



09

よみおわると

だれかにあいにいきたくなるような



10

ひとりでみた

きれいなけしきを

だれかにもみせてあげたいと

おもうような



11

こびとのつくったえほんをよむと

そんなきもちでいっぱいになります。



12

きょうはどんなおはなしが

できるでしょう。

さぁ、ものがたりのはじまりです。


